
し
ま
ね
地
域
自
治
研
究
所
は
５

月
25
日
、
松
江
市
内
で
「
し
ま
ね

の
未
来
と
県
政
を
考
え
る
」
連
続

講
座
を
開
催
。
島
根
大
学
法
文
学

部
・
藤
本
晴
久
准
教
授
の
「
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
島
根
県
経

済
を
ど
う
つ
く
る
か
」
と
題
し
た

講
演
に
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

藤
本
氏
は
ま
ず
「
『
地
方
創
生

政
策
』
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
』

で
島
根
に
好
循
環
は
生
ま
れ
た
の

か
」
と
問
題
提
起
。
「
コ
ロ
ナ
禍

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
想
定
外

の
事
態
も
起
き
た
が
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
県
内
の

経
済
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
」
と

指
摘
し
、
島
根
県
経
済
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
人
口
動
態
や
産
業

別
動
向
か
ら
分
析
し
ま
し
た
。

島
根
県
で
は
高
度
経
済
成
長
期

に
年
平
均
８
千
人
、
２
０
０
０
年

か
ら
現
在
ま
で
も
自
然
減
と
社
会

減
の
同
時
進
行
で
年
平
均
５
千
人

の
人
口
流
出
が
続
い
て
い
る
と
し
、

「
持
続
可
能
な
地
域
を
構
想
す
る

に
は
日
本
全
体
の
地
域
間
格
差
の

是
正
と
島
根
県
経
済
の
構
造
の
改

善
が
必
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
藤
本
氏
は
「
地
域
経
済

の
主
役
は
中
小
企
業
で
あ
り
、
こ

こ
で
の
成
長
が
地
域
の
所
得
や
消

費
を
拡
大
す
る
」
「
大
規
模
偏
重

は
島
根
の
農
業
に
な
じ
ま
ず
、
地

域
特
性
を
生
か
し
た
『
小
さ
な
農

業
』
を
主
力
と
す
る
」
な
ど
「
身

近
な
資
源
を
ベ
ー
ス
と
し
た
内
発

型
の
地
域
経
済
が
大
切
で
あ
る
」

と
強
調
し
、
具
体
的
か
つ
実
効
性

の
あ
る
政
策
立
案
に
向
け
て
の
議

論
を
呼
び
か
け
て
講
演
を
結
び
ま

し
た
。

隔週日曜日発行 新 し い 松 江 2023年6月11日 2251号(2)

旧
松
江
市
役
所
本
館
は
５
月
８

日
の
新
庁
舎
一
期
工
事
分
が
供
用

開
始
と
な
り
、
６
月
か
ら
解
体
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
先
立

ち
５
月
24
日
か
ら
28
日
ま
で
旧
庁

舎
の
見
学
会
や
、
議
場
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
、
懐
か
し
の
ま
つ
え
写
真

展
、
壁
面
や
床
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に

市
民
が
描
く
ア
ー
ト
展
が
新
庁
舎

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
合

わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
松
江
市
役
所
は
、

１
９
５
７
年
に
建
設
。

60
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

解
体
を
前
に
、
５
月
26

日
旧
庁
舎
本
会
議
場
に
、

新
旧
の
党
松
江
市
議
、

片
寄
直
行
、
飯
塚
悌
子
、

橘
祥
朗
、
吉
儀
敬
子
元

市
議
、
舟
木
健
治
、
た

ち
ば
な
ふ
み
両
市
議
が

集
い
ま
し
た
。

こ
の
議
場
で
は
60
年

余
の
間
に
３
６
５
回
の

定
例
会
・
臨
時
会
が
行

わ
れ
、
６
０
０
名
を
超

え
る
議
員
が
質
問
に
立
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
共
産
党
は
１
９
５
１
年
に

川
島
喜
代
治
、
１
９
５
５
年
に
大

木
重
雄
、
こ
の
議
場
に
な
っ
て
以

降
は
古
藤
正
福
・
佐
々
木
種
三
・

加
藤
暁
・
高
木
早
苗
・
富
沢
令
治
・

片
寄
直
行
・
飯
塚
悌
子
・
小
笹
義

治
・
太
野
垣
ひ
ろ
む
・
橘
祥
朗
・

吉
儀
敬
子
・
田
中
肇
・
舟
木
健
治
・

た
ち
ば
ん
ふ
み
各
氏
の
あ
わ
せ
て

16
名
の
市
議
を
市
政
に
送
り
出
し
、

く
ら
し
・
福
祉
・
原
発
・
平
和
と

市
民
の
声
を
届
け
、
願
い
実
現
に

奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

議
場
の
見
学
後
、
片
寄
氏

の
持
参
し
た
思
い
出
の
写
真
集
を

見
な
が
ら
新
旧
の
議
員
６
名
で
懇

談
。
「
議
員
が
４
人
い
た
時
も
あ
っ

た
」
「
頑
張
っ
て
議
員
を
も
っ
と

増
や
そ
う
」
と
こ
れ
か
ら
の
決
意

な
ど
話
し
合
う
、
ま
た
と
な
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
島
根
県
経
済
を

第
38
回
地
域
自
治
講
座
開
催

し
ま
ね
地
域
自
治
研
究
所

講演する島根大・藤本准教授

５
月
24
日
、
た
ち
ば
な
ふ
み
市

議
と
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
「
八
束
の
明
日
を
考
え
る
会

（
藤
井
信
士
会
長
）
」
が
、
４
月

に
赴
任
し
た
、
荻
野
智
八
束
支
所

長
、
高
宮
久
美
子
地
域
振
興
課
長

と
懇
談
し
ま
し
た
。

八
束
の
会
は
「
合
併
後
、
有
権

者
の
少
な
い
町
で
、
地
域
の
思
い

を
松
江
市
政
に
伝
え
て
ほ
し
い
と

党
派
を
超
え
た
皆
さ
ん
が
会
を
作

り
市
議
を
送
り
出
し
て
き
た
」

「
地
域
お
こ
し
の
た
め
に
、
中
海

振
興
、
耕
作
放
棄
地
、
農
業
支
援
、

空
き
家
対
策
な
ど
、
副
市
長
、
担

当
部
・
課
長
、
島
根
大
学
の
先
生

を
招
い
て
研
修
会
を
行
い
地
域
に

情
報
発
信
し
て
き
た
」
と
、
こ
の

間
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

懇
談
で
は
「
閉
鎖
さ
れ
た
旧
八

束
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ち
と
せ
八

束
は
子
供
や
お
年
寄
り
の
居
場
所

や
地
域
振
興
の
拠
点
に
」
な
ど
の

要
望
や
、
中
海
地
域
の
振
興
計
画

に
つ
い
て
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

出
さ
れ
た
事
業
を
実
現
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

荻
野
支
所
長
は
３
月
ま
で
定
住

企
業
立
地
推
進
課
長
を
務
め
て
お

り
、
昨
年
秋
に
開
か
れ
た
会
の
研

修
会
「
も
っ
と
住
ん
で
八
束
」
に
、

移
住
定
住
対
策
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
参
加
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
八
束
は
移
住
し
た
い
と
の
要
望

も
多
い
。
地
域
の
発
展
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
か
ら
頑
張
り
た
い
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

会
は
支
所
と
の
懇
談
の
後
、
た

ち
ば
な
市
議
の
議
会
報
告
会
兼
役

員
会
を
開
催
し
、
「
日
本
一
の
牡

丹
の
里
、
も
っ
と
牡
丹
の
ま
ち
に
」

と
今
後
の
課
題
や
研
修
会
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

支所との懇談会で挨拶する藤井会長

旧庁舎本会議場にて後列左から橘祥朗、吉儀敬子両元市議
飯塚悌子、片寄直行両元市議、前列舟木、たちばな市議

松江市 旧庁舎ありがとう
＆新庁舎オープンイベント

懐かしの本会議場で
新旧市議が集い

ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
声
反
映
を

「
八
束
の
明
日
を
考
え
る
会
」
が
支
所
で
懇
談
会

２階テラス 子どもの遊び場コーナー議場コンサートで地元小中高生が合唱旧庁舎で80人の高校生が作品を描きました

引退前の懐かしの自席で飯塚、片寄元市議


